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東近江市長 西澤 久夫 

 

「パソコンボランティア能登川 和ねっと！」の結成１０周年、誠におめでとうござ

います。 

貴会は、パソコンを通して、障がい者や高齢者のみなさんの自立支援や生きがいの提

供のため、講座の開催や外出が困難な在宅の人への訪問指導など、社会参加を促す取り

組みを積極的に実践されてこられました。これまでの活動と皆さまのご努力に、深く敬

意を表しますとともに感謝を申し上げます。 

パソコン講座では、ボランティアの方が常に受講生に寄り添い、その人に合った、あ

たたかな雰囲気の中で講座が進められていると聞いております。「教える」「学ぶ」とい

う関係ではなく、お互いがいつの間にか仲間になっている、そのような学びの場はとて

も素晴らしいものと思います。 

これからも、ボランティアの皆さんと受講生の方々との交流が図られ、地域の絆を深

めていただきますことを大いに期待いたしております。 

結びに、貴会の更なる発展と会員の皆さまのますますのご健勝、ご活躍を心より祈念

申し上げ、お祝いの言葉といたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

記念誌発行に寄せて 

 

 

 

 

 

 

東近江市社会福祉協議会 

会長  宮部  庄七 

 

「パソコンボランティア能登川 和ねっと！」がグループ設立１０年という節

目の年を迎えられましたこと、謹んでお祝い申し上げます。 

 活動の目的を「ノーマライゼーションの理念のもと、パソコンを利用して社会

とのコミュニケーションを図ろうとする障がい者や高齢者の支援」に置かれ、対

象となる方々のニーズに即した心配りの行き届いた活動を長きにわたり誠心誠

意取り組んでこられましたことに深く敬意を表します。 

２００２年に８名で能登川地区において設立され、創意工夫を重ねながら東

近江市内全域にその活動範囲を広げられ、現在会員も７２名になったと伺って

おります。ボランティア活動は、個々人の内発的な動機により自主的、主体的に

展開し、地域にある暮らしの課題の解決に向けて進めることにその特徴があり

ますが、昨今では福祉に限らず、まちづくり、災害救援など様々な領域でボラン

ティアの役割が期待されています。また、顔の見える関係を大切にした心温まる

ボランティア活動は社会的にも重要な位置を占めております。 

 社会構造の変化に伴い、世帯人員の減少や地域での人と人とのつながりの希

薄化により、障がい者や高齢者を取り巻く環境も大きく変化しています。そのよ

うな中で、貴団体のパソコンをコミュニケーションのツールとして活用したボ

ランティア活動は、新たな助け合い支え合いの場として、今後ますます必要且つ

重要になってくると思われます。 

 当会では、「共に生き、安心して暮らせる福祉のまちづくり」を基本理念とし

て、誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくりを地域住民の方々と共に推進し

ております。今後ともご支援ご協力いただきますようお願い申し上げ、貴団体の

益々のご活躍を心よりご祈念申し上げまして、設立１０周年のお祝いの言葉と

いたします 

 



 

ともに歩んだ 10 年を振り返って 

 

 

 

 

 

 

東近江市社会福祉協議会 

主任主事  田中 光一 

 

 設立 10 周年おめでとうございます。皆様の活動が始まるきっかけとなった

2001年は、国の情報推進化施策により、全国各地で様々な IT講習会が実施され

た年でした。能登川でも IT講習会が開かれましたが、障がいのある方の中には、

会場までの移動手段がなく、受講できない方がおられました。そこで社会福祉協

議会では、こうした方々を支援する ITサポーターのボランティア養成講座を開

催しました。 

第 1期は 12回連続で約 3ヶ月の長期講座。パソコン技術の習得よりも、障が

いのある方のニーズに合わせて、パソコンの魅力をどう伝えてもらうのか、とい

うことに重点をおきました。毎回、講座終了後にはティータイムを設け、障がい

のある方を取り巻く環境や、パソコンボランティア活動への想いを、和やかな雰

囲気の中で共有しました。 

2002 年にグループが設立され活動が本格的に始まってからは、スキルアップ

講習会による会員相互の研鑽や、IT 推進の助成事業による調査、全国ボランテ

ィアフェスティバルびわこ大会での分科会発表など、一つひとつ活動を積み重

ねて、ともに歩ませていただいたことを思い出します。こうした皆様との関わり

の中で、私はボランティア活動の楽しさや、試行錯誤を重ねながら活動を創って

いく喜びを感じさせていただきました。 

皆様の活動は、障がいのある方が、パソコンを活用して新しい世界に踏み出す

契機となっています。そして何よりも、皆様が障がいの状況や立場を尊重しなが

ら活動を進められていることで、IT のバリアフリーだけでなく心のバリアフリ

ーにもつながっているのではないでしょうか。 

設立 10年という節目を迎えられた「パソコンボランティア能登川和ねっと！」

のさらなる積極的な取り組みを期待しつつ、益々の発展と会員皆様のご活躍を

心から祈念申し上げます。 


